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月・惑星探査データ閲覧・共有・解析システムWISE-CAPSの開発状況
The current situation of implementation of WISE-CAPS: browsing, sharing and analyzing
environment for lunar and planetar
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我々は、ウェブブラウザを通して、月・惑星探査データを閲覧・共有・解析できる環境として、WISE?CAPS (Web-based
Integrated Secure Environment for Collaborative Analysis of Planetary Science)の開発を進めている。本環境はウェブGISを
ベースとしており、ここに様々な付加ソフトウェアを加えた、完全なオープンソースベースの環境である。この環境は、
これまでの月・惑星探査のデータ解析とは異なり、解析に必要とされる様々な作業をすべてウェブブラウザ上で行うこ
とを目的としており、ローカルコンピュータを使用することなく、解析後のデータの共有や閲覧、さらには解析作業その
ものをもサーバ上で実施することを考えている。これは、現在一般的になりつつあるクラウドコンピューティングの考
え方に近いものであるが、月・惑星探査分野で必要とされる様々な特殊なニーズを取り込みながら、この分野の科学者
たちがもっとも使いやすいような環境にすることを目指している。
本講演では、昨年以降本システムにおいて実装された内容を中心として、WISE-CAPSの開発状況について報告する。

我々は、現在、WISE?CAPSシステムにおいて、Web APIの実装、ウェブブラウザ内でのプログラミング環境の構築など
を進めているほか、従来から進めている各種の機能の向上にも引き続き力を注いでいる。また、より強力なシステム構
築を目指し、システム自体の改良も随時推進している。発表では、これらの成果について最新の状況を報告する予定で
ある。
あわせて、こういったクラウドベースでの解析環境について、将来的な方向性についても述べる。
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